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ジョブコーチ制度について知りたいです。





○ジョブコーチの利用に、障害者手帳の有無や、障害の程度は関係ありません。


○ジョブコーチの利用にあたっては、障害者職業センターに行き、職業評価を行うのが一般的です。その結果ジョブコーチをつけた方がよいとなれば、ジョブコーチがつくことになります。


○ハローワークで職業評価が必要となれば、障害者職業センターと連携がとられ、ジョブコーチともつながります。


○ジョブコーチ制度については、県福祉保健部障害福祉課ホームページもご覧ください。


http://www.pref.tottori.lg.jp/dd.aspx?menuid=95697





就労した後、離職する場合もありますが、その後のフォローについて教えてください。





○障害者就業・生活支援センターや、鳥取障害者職業センターのジョブコーチによる支援を継続します。本人が辛くなって仕事をやめたくなったりする前に相談していただくこともできますので、ご相談ください。





特別支援学校卒業予定者を対象とした企業実習（高等技術専門校による職業訓練）の内容について知りたいです。





○倉吉高等技術専門校で実施しています。


○在学中の高等部３年生を対象として、就労を希望する企業に委託して職業訓練を行います。


　訓練の結果、企業と生徒の双方の意向が合えば、就職に結びつきます。





作業療法士の学校訪問があるとのことですが、教えてください。





○文部科学省事業で、理学療法士（PT）、作業療法士（OT）、言語聴覚士（ST）等の外部専門機関を特別支援学校に招いて、その専門的知見を活用し、授業をはじめ指導方法の改善と、校内支援体制の充実を図っています。
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青年期における子どもの支援グループ　No2
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○教員への研修はこれまでも継続的に行われております。講義だけでなく演習も取り入れ、発達障害への理解をより深め、専門性の向上に努めているところです。


○その子どもに合ったよりよい支援を考えるため、保護者の方と話をするとともに、校内委員会で検討し、LD等専門員や外部専門機関に入っていただくなど、担任の資質向上と合わせて、組織としての支援体制整備に取り組んでいます。





学校の通常学級担任の、発達障害への理解を深めてほしいです。





○特別支援学校は、視覚、聴覚、肢体不自由、病弱身体虚弱、知的の５障害について入学資格があります。特別支援学校の入学については、いずれかが伴うことが必要になります。


○小、中学校だけでなく、高校においても特別支援教育の体制整備の充実に向けて取り組んでいます（高校には特別支援学級は設置していません）。


○高校進学される方について、本人・保護者の了解のもと、中学から高校への引き継ぎを行います。担任だけの対応にならないよう支援会議を開くなど、支援の共通理解を深めていきますので、情報の提供をお願いします。





幼児期から学齢期における子どもの支援グループ　No2
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○事業所がショートステイを新たに実施するとなれば、一定の利用者が必要になります。


○例えば、夏休みは利用者が多いが他の時期は減る等、月によって利用数の差が大きい場合もありますが、一定して利用する児童の数が必要になります。


○利用ニーズがこのくらいの数がある、という必要性を市町村や事業者へ伝えていくことが大切だと考えています。





障害のある子どものショートステイの受け入れ先が少ないです。





知的に遅れのない発達障害の生徒は、特別支援学校の入学対象でないので高校への進学を考えるのですが、入学後が心配です。





平成21年度　特別な支援を必要とする子どもたちを語る会








意見交換で話題になったことを


いくつか紹介します








東部地区　９月２４日(木)福祉人材研修センター


中部地区　１０月４日(日)倉吉体育文化会館


西部地区　９月　８日(火)西部総合事務所








○保育士への研修は以前より継続的に実施されており、発達障害への理解も深まっています。保育所での気づきも多くあります。


○保育士による保護者のフォローについては、保護者の方と互いに話ができる信頼関係づくりを心がけて、その子どもに合った支援を共に考え、共有していこうと話をしています。健診に関わる保健師と相互に連絡をとり、それぞれの役割を生かして保護者の方と話をしています。


○子どもの家庭の様子、保育所の様子を、保護者の方と保育士が共通理解し、その子どもに合ったよりよい支援を互いに話し合えるように努めています。





発達障害は早期発見、早期支援が大切だと言われていますが、保育士による気づきと、保護者へのフォローの状況はどうですか。





○健診で問題とされなくても保護者の方は気になっている場合はあると思います。保健師は保護者と互いに話ができる信頼関係づくりを心がけていますので、遠慮なく相談していただければと思います。


○健診後の事後相談等、健診後のフォローの機会があれば保健師が紹介しています。相談の機会として御活用ください。





健診で問題とされなくても、保護者は気になっていることがあります。その場合保護者はどのようにしたらよいでしょうか。





○各高校によって取得できる資格は異なります。取得できる資格を含めた各高校の情報については、県教育委員会高等学校課ホームページをご覧ください。


http://www.pref.tottori.lg.jp/dd.aspx?menuid=76399


○高校の選択については、資格のみを取り上げて考えるのでなく、その高校の特色や学習内容とあわせて考えることが必要です。本人の様々な能力や適性、興味や関心、将来の進路希望などに沿って、本人・保護者の方と、本人の状況を把握している各中学の先生等とで相談しながら、高校について考えることが大切です。








自立に向けて、高校ではどんな資格が取れますか。





○障害特性や子どもの状況に合った支援を心がけているところですが、これでよい、他にできることはないと考えてしまわないように、子どものニーズに応えた支援ができるよう工夫し続けることが大切です。保護者の方と話をしながら、よりよい支援を行うよう努めていきます。





障害のある子どもの支援に関わる先生や職員は、子どものニーズを受け止めて支援に努めてほしいです。





























青年期における


子どもの支援グループ








幼児期から学齢期における


子どもの支援グループ
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受診サポート手帳の、医療機関へのはたらきかけについて教えてください。








○受信サポート手帳については医療機関に活用の協力を依頼しています。心の診療拠点病院機構推進事業等を通じて医療従事者への発達障害の啓発を行っており、それらの機会を利用する等、受診サポート手帳の利用推進を図っていきます。








